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エネルギーマネジメント研究会（予定）

u 目的：本SIPで2019年度以降、実施する技術課題(ボトルネック課題)
を特定し、グランドデザインを取りまとめて公表する。

u 目標：脱炭素社会を支えるエネルギーシステムにおいて、System of 
systemsとして、運輸部門を含む統合的なエネルギーマネジメントの
グランドデザインを目指す。

u 2018年度の目標：エネルギー貯蔵、輸送技術の統合的な評価を、変
動電源の出力調整の観点を含め行う。この評価を踏まえて、重要な課
題群とその解決の方向性を提言する。

u 2019年度以降：産業および交通部門の脱炭素化などを検討対象とす
る。
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将来の脱炭素型エネルギーネットワークのイメージ：
電力、熱、ガス、石油、水素など適材適所で活かす

l データ統合を活かして、
セクター横断のエネル
ギーネットワークへ進化
させる

l IoT/AI統合制御による全
体最適化を目指す

出所：電力中央研究所報告C16011を基に作成

WPTUSPM

革新的炭素資源

エネルギーのみなら
ず、メタンを資源と
して活用する

住宅用から産業用ま
で全ての電力変換段
階で組み込まれる

蓄電池とともに車両
の電動化と脱炭素化
（再生可能エネ利
用）を加速する

交通系との
セクターカッ
プリング
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